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―先端科学技術研究科の初代の研究科長に就任
され、いまのお気持ちと抱負をおうかがいします。

　本学は創立から、情報科学研究科、バイオサイエンス
研究科、物質創成科学研究科と３研究科が続いて誕生
し、それぞれ２０年～２５年が経過して独自の実績を築い
ています。それらの体制を1つに融合して軌道に乗せる
ことは責任が重いと感じています。これまで、情報科学研
究科にいて各研究室の立ち上げには関わってきました
が、今度は研究科と言うレベルで新たな組織を作ってい
くわけで、その意味でも現状にない新機軸を打ち出して
いきたいと思います。
　ただ、当面は昨年度までに入学した学生は、旧来の体
制で研究・教育に励むなどの事情があり、徐々に変わっ

ていくことになるので、今後も領域間で十分に検討を重
ね、道筋をつけていきたいと考えています。

―具体的なイメージをどのように描かれますか。

　従来の学問の専門分野の壁を取り払った融合領域に
取り組め、革新的な方向に柔軟に対応できる教育・研究
環境です。世の中の流れは、既存の科学技術の延長線
上ではなく、それを超えた融合領域の分野に焦点が絞ら
れています。これまでの３研究科の体制では、学生の所属
する研究科から指導教員を出すなどの決まりがあり、必
ずしも異分野を完全にカバーしきれていなかった。しかし、
１研究科だと異分野の領域の研究者が同じテーブルにつ
いて自由にそれぞれの立場から議論し、一丸となって方
針を決め、研究・教育できるところが、大きなメリットです。

　本学は４月から、これまでの情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学の３研究科を統合して、先端科学技術
研究科を設置し、１研究科体制という大きな組織改革を行った。これに伴い、時代のニーズがある融合領域を含む
教育プログラムを始めるなど、最先端の革新的な研究を育む体制づくりが進行している。初代の先端科学技術研
究科長に就任した小笠原司副学長に、新体制での教育・研究環境づくりの現状や今後の抱負について聞いた。

特 集

副学長
先端科学技術研究科長小 笠 原  司
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―今年度の入学生から、新たに高度の専門性を持
たせるための教育プログラムが行われていますね。

　７つのプログラムがあり、そのうち「情報生命科学」「バ
イオナノ理工学」「知能社会創成科学」「データサイエン
ス」の４つが融合領域です。修士の場合、履修したプロ
グラムによって修了証書には「○○プログラム修了」と記
して、就職のときなど専門分野がわかるようにします。専
門知識を持たせるため、コアになる科目を選択必修とし
て、単位の取得を初めて義務付けました。
　また、民間企業の研究者らを講師に招き、社会的な
ニーズを踏まえた製品化の道を探る「課題解決型（ＰＢ
Ｌ）」の演習も必修になります。

―学生の研究については、どのようになりますか。

　研究については、いままでの３研究科の体制に近い形
で領域が分けられる予定で、教育プログラムと研究の区
分けが分離し、車の両輪になって進みます。これまで「情
報研究科に所属し、研究します」と言ったのに対し「情報
分野の○○領域に入ります」と学生が自分の得たい専門
知識や研究テーマを意識して一歩踏み込んで所属を選
び、高度の知識を身に付けて成果を上げやすくなります。
　教員にとっては、複数の教育プログラムの学生が同時
に所属すれば、それぞれの領域を理解しておき、学生に
合わせて研究スケジュールを立てる必要がでてきます。
具体的にどうするか、シミュレーションを行っています。

―本学で積極的に進めている国際連携については、
変化がありますか。

　国際共同研究などについては、現状のまま移行します
が、従来の研究科レベルの協定では、他の領域の研究
者の参加が一層しやすくなり、発展する可能性がありま
す。海外からの留学生にとっては、新たな融合領域など
研究目標に合わせた教育・研究の場として選択しやすい
かもしれません。１研究科体制に関する国際的な広報活
動も今後取り組まないといけません。

―副学長としては、本学の研究の特色、強みを調
査・分析し、研究戦略を立案するＩＲ（インスティテュー
ショナル・リサーチ）や情報管理を担当されていますね。

　ＩＲについては、文部科学省の「スーパーグローバル大学創
成支援事業」などの進捗・管理の現状や、数値目標を達成す
るために強化すべき点などを他大学と比較しながら評価する
ことは、大学の運営に不可欠です。そのために、主に研究に
関するデータを収集しています。今後は解析の段階に入って
行きます。また、サイバーセキュリティーなど情報管理について
も喫緊の課題で、学内の専門家とともに対策を練っています。

―このように本学が、教育、研究の体制で大きな変
革の時期を迎えたことに対する思いは。

　本学のような大学院大学は数が少なく、創立の経緯
から見ても実験大学とされています。それは、逆にチャレ
ンジしやすい大学の規模や機構になっているという意味
を含んでおり、１研究科体制の実施は、分野を越えた最
高の成果を上げる絶好のチャンスととらえています。

―小笠原先生はロボットの研究で知られています
が、その中でどのようなテーマに取り組んでいましたか。

　人の代わりに家事をするなどわれわれの日常生活を
手助けしてくれるようなロボットです。視覚センサーにより
瞬時に認識するシステムなどソフトウエアにウエイトを置
いて研究してきました。

―これまでのＮＡＩＳＴでの研究生活は。

　東京大学大学院工学系研究科の博士課程を修了し
て、当時の通商産業省の電子技術総合研究所（現・国
立研究開発法人 産業技術総合研究所）に１５年間務
め、1998年にＮＡＩＳＴに赴任しました。研究所時代は研
究が中心で、教育の機会が少なかったのですが、本学
では毎年、若い学生が入学してくるのがとても新鮮でし
た。また、大学院からスタートするので学生の出身学部
は多様で面白いテーマが得られます。大学が設立され
てから年数が経っておらず、新しく小規模なので柔軟な
対応ができる。こうしたメリットを生かさないとＮＡＩＳＴで
勤務する価値がないとさえ思っていました。

―研究に対する信条は。

　「やってみなはれ」。サントリー創業者の鳥居信治郎氏
の言葉で、常にチャレンジ精神を持たなければなりません。
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　情報科学の世界では、量子コンピュータや人工知能（AI）、
IoT（Internet of Things）、情報セキュリティ、仮想現実空間、
ヒューマノイドロボット、ブロック・チェーンなど、パラダイムシフト
的な新しい概念や技術変革が間断なく起きています。このよう
な進展著しい情報科学分野では、新しい計算原理や先進的
データ構造・アルゴリズム、情報ネットワーク、情報メディア技術、
システム科学の最先端知識に基づく柔軟な問題解決能力が
求められています。情報理工学プログラムでは、このような変
革著しい情報科学分野に対し、広い視野と高度な専門性を
備え、さまざまな分野で情報科学技術の高度化やその多面
的な活用により、次世代の高度情報化社会を支える人材を育
成することを目標としています。その目的達成のため、コン
ピュータのハードウェアやソフトウェア・情報ネットワークといった
情報基盤技術、コンピュータと人間のインタラクション及びメ
ディアに関する情報メディア技術、ロボットやクラウド・コンピュー
ティング、人工知能や医療情報といったコンピュータを高度に
駆使するシステム情報技術など、情報科学分野の基礎知識
と最先端技術を体系的かつ網羅的に履修できる情報系教育
プログラムを用意しています。情報科学の本質を身につけ、情
報化社会におけるさまざまな問題の解決や新しい情報サービ
スを創出して社会的イノベーションを起こすことに強い意欲を
持つ学生のみなさんの参加を心よりお待ちしております。

　　報科学の本質を身につけ、
情報社会の問題解決など
新たな技術革新を起こす

情報理工学プログラム長

教授笠原  正治

　生命科学のブレークスルーは、これまで常に技術革新が先
導してきました。たとえば、DNA塩基配列決定技術の急速な
進歩と、コンピュータを利用したDNA塩基配列解析技術の飛
躍的な発達により、1990年頃には夢物語だと思われていたヒト
ゲノムの解読は、10年あまりという短期間に成し遂げられまし
た。つまり、情報科学の技術がゲノム解読を先導したといえま
す。それだけではなく、タンパク質の構造解析、画像解析、生
命現象の数理モデル化など、既に情報科学の技術は生命科
学のさまざまなところで活用されているのです。
　今回、情報科学とバイオサイエンスが融合して、情報生命学プ
ログラムがスタートしました。このプログラムのねらいは2つです。生
命の問題に、情報科学者と生物学者が力を合わせて取り組むこ
とが有効ですが、考え方のちがいなどから両者がガッチリと共同
研究することは、これまで簡単ではありませんでした。第1に、この
プログラムでは、情報科学のバックグランドを持つ学生とバイオサ
イエンスのバックグランドを持つ学生が協働するPBL（Project 
Based Learning）科目を中心に、おたがいが理解し合い、真の
共同研究ができる人材を育成することを目指します。また、これま
での情報生命学の手法を学ぶのはもちろんですが、技術の進歩
を利用して新たなブレークスルーをおこすことが第2のねらいです。
最先端技術を総動員して、だれも知らない未来を切り拓きましょう。

　　報とバイオが理解を深め、
未知の突破口を拓く

情報生命科学プログラム長

教授別所  康全

各プログラム長挨拶

特 集
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　人は周囲の環境のありさまを的確に把握する「環境知能」を
育みながら、スムーズに社会生活を送っている。超高齢社会に
入ったこともあり、こうした人の能力をサポートするために重視さ
れているのがロボット技術。現場を案内する対話型ロボットや、
実像と重ねて目の当たりに必要な画像を表示するＡＲ（拡張現
実感）などのロボットメディアだ。
　萩田研究室ではこうしたロボット技術の「環境知能」を強化し、
それぞれの「個体知能」と連携させるソフトウエア作りにより、Ｉｏ
Ｔ化が進む「住空間」や「公共空間」、そして、車など「移動空
間」で安全、快適さを増す社会システムの実現を目指している。
　「環境知能学は、ロボットの固体知能が不足する情報を補う
だけでなく、個々のロボットの知能を協調させたり、スマホなどと
連携したりすることで、新たなサービスを生み出せる可能性が大
いにあります」と萩田客員教授は強調する。
　ＡＩ（人工知能）技術などの進化によりロボット個体の対話能
力は増したが、その能力を建物の壁や車体など生活の場（環境
側）にあらかじめ取り付けることにより、その人の考えや行動に

役立つコミュニケーションが実現できる。例えば、一人暮らしなら
話相手になるし、公共の空間なら探している場所を案内し、ドラ
イブ中なら危険箇所を事前に知らせてストレスを減らす。環境そ
のものが、知的なナビゲーションをするのだ。
　「このようなシステムを導入するさいに、倫理的、法律的、社
会的な課題であるＥＬＳＩ（エルシー）という概念を常に意識し、個
人情報の保護などをシステムの設計に取り入れていく必要があ
ります」と説明する。

　ATR（国際電気通信基礎技術研究所）の知能ロボティクス
研究所長でもある萩田客員教授は、本学と共同で２００４年ごろ
から、通信ネットワークによりロボットを操作し、人とコミュニケー
ションする実証実験などを大阪・南港など各地で行ってきた。
　「今後は、どんな時に誰に適切な情報を提示するかなど、社会
常識を踏まえた環境知能がますます重視される」と予測する。そ
のベースには「ロボット技術（機械）と人間という本来、相容れな
い特性をどのようにして社会的に調和するか」という設計思想が
不可欠になる、という。最近では、ロボットの機構を知らない人でも、
見よう見まねで接客の動作を教えられるロボットを開発している。
　萩田客員教授は小学生のときにゲルマニウムラジオを組み立
てるなど科学少年だった。大学院では、脳神経を模した情報処理
システムを研究し、ＮＴＴに入社したときは、画像認識がテーマだっ
た。ＡＴＲに来てから、ネットワークロボットの研究に取り組んできた。
　「自分なりの研究哲学を持つことが一番大切で、そのような
人材を育成することも重要」という。本学については「学生の考

人間とロボットが調和した
安全で快適な社会を実現する

情報科学領域   環境知能学研究室
知の扉を
開く

　ロボットの知能を協調

▲萩田 紀博 客員教授 ▲神原 雅之 准教授

　社会常識を踏まえた環境知能
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◀ 澤邊 太志さん

▲  西村さんらが開発したアプリ
　「だべらいぶ」

▶西村 祥吾さん

▲自動走行実験の様子

▶情報科学領域 環境知能学研究室
　 http://isw3.naist.jp/Contents/Research/mi-07-ja.html

え方がすごく柔軟です。中には研究しながら起業する人もいて、
自由で即戦力のパワーがあります」と評価する。ビデオの編集が
趣味で、ホンダを創立した本田宗一郎氏の伝記など学生らの
夢を膨らませるテーマを選んでいる。

　研究室のテーマは、ロボットと人間が出合うさまざまな場面を
想定して多彩だ。
　神原准教授らのテーマのひとつは自宅などで良きパートナーとな
るロボットだ。「私的空間では、ロボットとの対話が長く継続して、親
しくなるような信頼関係が築かれなければなりません」と説明する。
　そこで開発されたのが、「テレビ雑談エンジン」というソフト。
テレビ番組についてTwitterなどＳＮＳに書き込まれたコメントを
網羅して集め、「いいね」と反響が大きいコメントをサーバの学
習機能で選んでユーザに伝える。それに対するコメントがフィー
ドバックされて、さらに盛り上がっていく、という仕組みだ。
　「パートナーロボットの場合、飽きずに電源を入れることが重
要で、雑談を長く続けるほど愛着がわき、行動変容につながると
思います」と語る。
　また、移動空間に関しては、自動運転が一般化した時に生じ
るとされる乗客のストレスや乗り物酔いを解決する方法にも取り
組んでいる。運転に慣れた人が乗客になると、急接近など危険
と感じた場面で、自分で操作できずストレスが増す。さらに、自動
走行化によりＡＲを含む情報提示が盛んになると「酔い」も併発
すると考えられ、こうした現象を軽減するため、自動走行の車い
すなどを使って調査、研究。安全予測の視覚情報を流したり、
早めに速度制御したりする方法を提案している。

　「論文が書けそうなテーマではなく、研究したいことから始めな
いと面白い成果は得られない」という神原准教授は、小学生の

年３８９１（IIkｍ１００８ＣＰたっだけ駆先のンコソパ用庭家、ろこ
発売）を買ってもらい、没頭したことが、情報科学の道へ進む
きっかけになった。「ドライブが大好きですが、他人が運転して自
分が助手席に座るとすごいストレスを感じる時がある。この体験
が研究テーマを選ぶ要素になりました」と打ち明ける。
　「社会に役立ち、受け入れられる成果を上げていきたい。研
究室からベンチャーを立ち上げており、すぐに社会的な評価が
検証でき、基礎研究と呼応して展開できるのも強みです」と神
原准教授は語る。

　実は、ＴＶ雑談エンジンの成果をもとに博士後期課程3年生
の西村祥吾さんと澤邊太志さんは、大学発ベンチャー「アミロボ
テック」を発足した。「だべらいぶ」というアプリなどを無料で提供
するサービス事業で、ユーザのデータを研究開発にも活用する。
　西村さんは、対話ロボットにコメントを発話させ、相づちを打つ
など親近感をわかせる話し方を研究している。「雰囲気に合わせ
て声のトーンを演出できるような音声合成を考えています。ベン
チャー体験から蓄積したノウハウをビジネスや研究に活かす人
材になりたい」と意欲を燃やす。大学の馬術部出身で乗馬が得
意なので、生涯続けたいという。

　澤邊さんは、自動走行時のストレスや酔いを軽減する研究で
「生体センサーを使って、被験者のストレスの度合いなどを客観
的に数値化したデータを集め、軽減する方法を提案しています。
基礎研究を固めたあとは、自動車会社など企業で使えるような形
の応用研究を目指しています。ベンチャーについては、提供でき
る他のサービスもあり、改善して広げていきたい」と抱負を語る。
豪州留学の経験があり、「本学は、海外からの留学生や研究者
が多く、ロボットについても新たな視点が得られます。そのため、多
くの言語が学びたく、交流を重ねています」と前向きの姿勢だ。

知の扉を
開く

　大学発ベンチャー発進

　自動走行のストレスを軽減
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図１  様々な植物から検出される主なポリフェノ－ル二次代謝物と
その生合成経路

　植物を紫外線から守る化合物

　人類は植物から、医薬品や化粧品、香料などの生活に役立つ
貴重な化合物の材料を得てきた。これらの多くは二次代謝産物
(特化代謝物とも呼ばれる)と呼ばれる化合物群で、植物にとって
は病害虫に対する防御や、花粉を媒介する昆虫の誘因、強光や
乾燥などからのストレスの緩和などの機能があることが知られて
いる。そのため、植物が自然環境に適応し生き残るための戦略の
ひとつとなってきたと考えられている重要な化合物群である。しか
し、自然界に広く分布する植物種が非常に多様であることに加え、
それぞれの二次代謝物の分子構造や生合成経路が複雑である
ため(図１)、有用植物二次代謝物を植物により多くかつ効率的
に産生させるための生合成経路の解明は難しい点が多い。
　こうしたことから、峠准教授は「植物が有用な機能を持つ化
合物をどのような生合成経路でつくるか、鍵となる遺伝子は何か、
またそれらはどのようにして進化してきたか、という点に着目した
研究を行っています。研究は、『どのような代謝物を産生するの
か』という点を最初に明らかにしてから生合成経路を推測し、遺
伝子の発現パタ－ンやＤＮＡ配列の相違と関連付けて解析を
すすめるという手法を取っています」とボトムアップの研究方法
を説明する。具体的には、植物のさまざまな器官や自然突然変

異体コレクションにおける『代謝物をつくる能力の違い』につい
ての比較解析を行うことにより、ＤＮＡに刻まれた歴史と生合成
経路との関連性を探っている。「例えば、同じ植物種であっても
日差しの強さや温度の違う地域で育ってきたかどうかで産生す
る代謝物が異なっていたりします。それは、何千万年という歴史
の間でそれぞれの自然環境によって選択されて生き残った現在
の形質と言えます。私たちは、そういった代謝物の機能が環境ス
トレスへの耐性と関連性があるかなどの解析も行っています」と
話す。研究手法としては、「オミクス統合解析」というオミクス（Ｄ
ＮＡ配列、遺伝子発現や代謝物について、分子全体の包括的
な理解を試みる研究手法）を組み合わせた手法を用いている。

　最近の成果のひとつは、有害な紫外線から植物を守る機能
がある二次代謝物とその代謝物生合成の鍵遺伝子を、アブラ

有用な植物代謝物を探索し、
生合成の道筋を解明する

バイオサイエンス領域  植物二次代謝研究室

▲峠 隆之 准教授 ▼清水 崇史 助教

　植物が産生する様々な化合物（代謝物）の
　比較解析からの発見

知の扉を
開く

0 9 S ENTAN



図2　シロイヌナズナ野生株コレクションの代謝物分析から発見
されたSaiginol Aの産生の有無と自生地分布。（右下）鍵遺伝子
を標的に行った交配により、非産生型植物にSaiginol産生型能
を付加することができた結果。

▲中山 香奈さん

▼安川 小百合さん

ナ科植物であるシロイヌナズナの野生種コレクションの比較解
析から見つけ、さらに環境デ－タなどから紫外線ストレス防御と
の関係性があることを突き止めたことだ（図２）。この研究は、昨
年まで所属していたドイツのマックスプランク研究所で行ったも
のである。この物質はフェニルアシルフラボノイドと分類される
化合物で、1千万年前から特定のシロイヌナズナ野生種を紫外
線から守っていたと考えられたため、日本語の「遮る（さえぎる）」
の古形「さいぎる」という言葉から「Saiginol」と名付けた。この
化合物は化学構造の一部に、私たちが普段使用する日焼け止
めの成分と類似した構造を持つ。本学赴任後の研究ではアブ
ラナ科植物全体に範囲を広げた『種間比較解析』に展開し、
有用二次代謝物の鍵遺伝子の探索を行っている。

　このほか、トマト栽培種と野生種の比較研究では、活性酸素
を消す抗酸化作用がある代謝物をつくる形質の鍵となるＤＮＡ
領域を特定するなど、ナス科作物の分子育種に向けた研究へ
と幅を拡げている。
　「２０００年ごろからのポストゲノム科学の発展により、生物の
全遺伝子が一つのリストとしていつでも見ることができる時代に
なりました。自分たちの代謝物分析で見つけた新しい化合物の
産生に関わる遺伝子が、このリスト上のどこかに必ずあると突き
詰めていくいわゆる消去法の戦略が取れるようになったのは、
私にとってある種の価値転換でした。私たちの行っている研究
での新しい発見には、間違った情報が混ざれば矛盾が生じ辻
褄が合わなくなるため、情報の一つ一つを吟味して注意深くロ
ジックを組む必要があります。時には、公開ゲノムデータの方の
間違いに気づくこともありました」と振り返る。
　本学については「『研究』をしたい人を様々な分野から広く受け
入れています。ぜひ一緒に研究を楽しみましょう」という。料理を作
るのが趣味で、長いドイツ生活でヨ－ロッパの食材を使って日本料
理などを作っていたため、現在も創作料理などを作るのが好きだ。

　清水助教は、植物ホルモンのジャスモン酸が二次代謝物の
生産を誘導する仕組みを研究している。このホルモンは、高等
植物が病害や昆虫による傷害のストレスにさらされたときに生

産され、受容体（タンパク質）に作用し、遺伝子の
発現を活性化。その結果、イネの抗菌物質であるサクラネチン
など二次代謝産物の生産が促進される。
　清水助教は、イネのサクラネチンの生合成酵素遺伝子を発
見。この遺伝子はジャスモン酸がないと発現しないことを突き
止めた。「現在のテーマは、ジャスモン酸の植物体内での生合
成や機能の解明が中心です。また、イネ以外の植物でもジャス
モン酸を作用させると、さまざまな抗菌性の二次代謝産物を生
産するので、両者の関係をくわしく調べて病害対策などに役立
てたい」と話す。
　「しつこいほど粘り強く研究する」のが信条。「本学は植物
の研究者が多く、非常に研究しやすい」という。海釣りが趣味
で、美味探索も大好きだ。

　峠研究室は、昨年スタートしたばかり。学生はそれぞれのテー
マの研究に励んでいる。
　中山香奈さん（修士課程２年生）は、作物種を含む５種のア
ブラナ科植物を栄養欠乏の条件下で育てたとき、種間でどのよ
うな変化の違いが出るか、遺伝子発現や代謝物の比較解析を
している。「これまでの実験で、植物種間で植物の大きさや葉の
色、また遺伝子発現の違いが見られており、これからの代謝物
分析結果が楽しみです」と張り切る。大学では基礎免疫がテー
マだったが、本学では「視野を広げたいと未経験の植物科学分
野を選びました」と話す。峠先生の自分で考えて進めるという研
究スタイルにも惹かれたという。インドネシアで開かれた国際シ
ンポジウムで学生として発表するなど機会を逃さず挑戦した。趣
味も、料理、筝曲、短距離走、釣り、囲碁将棋と多彩だ。

　安川小百合さん（同）は、アブラナ科植物が産生する紫外線
吸収物質の探索とそれらの構造多様性の解析をしている。「新
しい有用物質の候補がいくつか見つかり、これが人の生活に役
に立つ機能を持っている化合物だったらうれしい」と期待する。
「化粧品開発に興味があり、植物など自然界の生物から化粧
品材料をみつけるという夢をかなえたい。」「本学は、全ての学
生が大学院からのスタートという同じ環境なので、なじみ易かっ
た」と語る。趣味は音楽鑑賞で、特にK-POPグループを代表す
るBIGBANGの曲を好んで聴いている。

▶バイオサイエンス領域  植物二次代謝研究室
　 http://bsw3.naist.jp/courses/courses114.html

　代謝物の生産を促すホルモン

　広い視野と集中力
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図1　有機分子の
機能を活かした新
しい熱電材料とそ
の応用

　排熱を電気エネルギーに

　柔らかい有機化合物を次世代のエレクトロニクスの材料として
使う研究開発が実用段階に入っている。曲げられる高精細の有
機ＥＬのディスプレーはすでに製品化され、有機薄膜太陽電池、有
機トランジスタなどの実用化も間近に迫った。有機材料は柔軟で
軽く、印刷技術を使って低コストに大面積デバイスが作られると
いった、シリコンなどの無機材料にはない特性を持ち、それを生かし
た個々の有機デバイスの性能が格段に向上しているからだ。
　このように有機エレクトロニクスへの期待が高まる中で、有機
固体素子科学研究室では、身の回りの環境から電気エネル
ギーを得る有機デバイスを中心とする様々なテーマに、物性物
理、電子工学、表面科学、材料化学など多角的な視点から研
究に取り組む。電流が流れている材料内の電位をナノレベルで
評価し解析できる世界唯一の装置などを開発し、測定が困難
な現象の解析には理論計算を導入するなど、現象の根本理解
を研究の核として基礎から応用まで幅広いテーマに挑んでいる。
　中村教授は「紙のように丸められる電子機器、発電する衣服
などさまざまなモノの表面（ａｎｙ ｓｕｒｆａｃｅ）にエレクトロニクスの機

能を付け加えて暮らしを豊かにすることを念頭に置いて、多彩な
有機材料の相互作用を解明し、役立てる研究を続けてきました」
と語る。現在の主要な応用研究のテーマは、有機熱電材料、次
世代プラスチック太陽電池、そして、透過性が強いテラヘルツ
波という電磁波を受信し画像化するフレキシブルセンサーだ。

　有機熱電材料は、生活環境や人体からの排熱を回収し、それを電
気エネルギーに変換するのがねらい。ゼーベック効果と呼ばれる現象
で、材料内の温度差により起電力が生じて電流が流れる。一般に、
起電力の大きさに相当するゼーベック係数や電気の流れやすさを示
す電気伝導率が高いほど、また、熱伝導率が低いほど効率が高くなる。
　この現象について、有機固体素子科学研究室では大きな発見が
あった。純度を十分に高めたフラーレン薄膜が、従来の理論値の１０
０倍前後の高い電圧が出るという巨大なゼーベック効果を示したの
だ。後に他の多くの有機低分子半導体でも同様の現象が見られる
ことが判明したが、これまでの無機材料の理論では説明できない。実
用化されれば、有機熱電材料を２枚の電極で挟むだけの乾電池の
ような単純な構造の熱電変換素子ができるだけに期待は大きい。
　チームを主導する小島助教は「無機材料に比べ有機材料は分
子同士が弱い相互作用で結合するなどの特徴が関係しているのか
もしれません」と推測する。

　熱伝導率が高すぎることが課題だったカーボンナノチューブ（ＣＮＴ）
というナノカーボン材料の間に特殊なタンパク質を挟む形で接合す
ることで熱伝導率を最高で1000分の1に抑制するナノ複合材料の

柔らかい有機半導体により
エレクトロニクスの新分野を開拓

物質創成科学領域  有機固体素子科学研究室

▲中村 雅一 教授

▲小島 広孝 助教

▲辨天 宏明 准教授

▲鄭 敏喆 特任助教

　どの表面にもエレクトロニクスを
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▲左から小堀 天さん、磯田 一輝さん、鈴木 隼也さん、アンジャル・
タウフィク・ヒダヤトさん

図2（上） 「プラスチック太陽電
スナイマと荷電のスラプ）a（:」池

の電荷を運ぶ2種の共役高分子
（b）混合溶液を塗布して薄膜を

層電発たべか浮に面水）c（ る作
（厚み約100ナノメートル）
図3（左）　有機無機ハイブリッドペ
ロブスカイトの結晶構造と実験に用
いるテラヘルツ時間領域分光装置

図4　独自開発装置の例: （a）ナノメートルスケールの電位分布が
測定できる走査型プローブ顕微鏡 （b）最高1014オームの超高抵抗
試料まで測定可能な熱電特性測定装置

開発にも成功した。さらに、ＣＮＴを糸に仕立てて布に縫い込み、体温
により「発電する服」の研究も行っている。中村教授は「有機熱電材
料は、変換効率のチャンピオンデータを目指すのではなく、使いやすさ
という特長を優先して開発することで強みを活かせます」と説明する。

　一方、プラスチック太陽電池は、プラスの電荷とマイナスの電荷
を運ぶ２種類の共役高分子という有機半導体材料を混ぜ、透明
電極に塗布して薄膜を作った後、別の側面に電極を付ければ光を
吸収して発電する。低コストの工程であり、曲面の壁に貼っても使
えるうえ、共役高分子の種類によって吸収する光の波長を変えるこ
ともできる。このような優れた特性から実用化が進められているもの
の、高性能化に必要な動作原理の定量的な理解が進んでいない。
　チームを主導する辨天准教授は「薄膜層の厚みが100ナノ
（１０億分の１）メートルと薄く、発電特性を決める内部の構造はさ
らに小さいので、表面の凹凸が原子レベルでわかるＳＰＭ（走査
型プローブ顕微鏡）の探針をナノ電極として用いて様々な局所
機能を可視化するなど、独自の方法で発電性能を決める要因を
調べています。材料の混ざり方などが光電変換機能に深く関係
しており、詳細を明らかにしたい」と意欲をみせる。

　また、テラヘルツ波イメージセンサーは、この電磁波を検出する
撮像素子を画面上に敷き詰め、透視画像を映し出す装置。衣服
の下に隠した違法の物品を探り当てるセキュリティ応用などの用
途が期待されるが、現状では大型の装置が必要であるため普及
が進まない。そこで、撮像素子を有機半導体に替え、丸めて持ち
運びできるほど軽量、コンパクトにするとともに、検知能力を向上
するのがねらい。中村教授は「有機無機ハイブリッド半導体の中
にも優れた可能性を秘めた材料があることがわかり、鄭助教とと
もにその研究に着手しました」と話す。
　多彩な可能性を秘めた有機材料について、「応用物理学を足
場として無機半導体の研究から始めましたが、有機半導体は無機
の材料と異なり、分子１個単位で半導体の性質を示し、それをブ
ロックのように組み合わせていろいろな構造を作ったり、異種の分
子を積み重ねたり、自己組織化したり、望む機能に自由自在に方向
付けができるところに魅かれました」と中村教授は振り返る。「物質
を評価解析して物性を知ることから研究が始まる」が持論であり、多
くの評価装置を独自開発してきたが「趣味や日常品でも市販製品
をそのまま使うことはなく、どこか手を加えます」という。「研究室には、
異分野出身のスタッフが多く所属して、多角的に融合研究を進めて

いますが、このような構成が可能になるのも研究主体
の大学院大学である本学ならではのメリットかもしれません」と話す。

　異分野の研究者が集まるだけにメンバーのチームワークは固い。
辨天准教授は「本学は研究しやすく、大学の体制を良い方向に変
えるときにも一丸になって、かなり素早く対応できるでしょう。私も学
生との交流を励みにしています」と語る。「専門の高分子化学の成
果に半導体の物性が加われば世の中が大きく変わる成果が出せる
と思うので、実験と理論の両面から研究を進めたい」と抱負を語る。

軽のクーワトッフ、ていてっまとまにトクパンコは学本「、は教助島小　
さや機動力を感じます」と話す。写真が趣味で、研究室の学生の成
長過程を写真に収めて、卒業後も振り返れるようにしている。研究に
ついては「理学部物質理学専攻での学生時代は電気が流れる有
機半導体を合成する実験を行い、その後、化学計算から物性を予測
する計算科学で学位を取得しました。この研究室では、測定が困難
なナノスケールの熱の輸送を調べているので、そこにさまざまな計算
法を組み合わせて研究を進めています」と独自の方法を模索する。

の学理物面表、は教助任特）ルョチンミ・ンョチ（ 喆敏 鄭の身出国韓　
立場からテラヘルツ波センサーや有機無機ハイブリッド太陽電池を研
究する。「基礎科学を研究するインフラとしての大学の環境は日本の方
がはるかに良い。ただ、韓国の学生は厳しい競争環境の中でモチベー
ションを高めており、日本の学生もがんばってほしい」とエールを贈る。
　研究室の学生は意気盛ん。「テラヘルツ波の研究ですが、自
由に実験できる環境を楽しんでいます。将来は、自分の成果を製
品化して世に問いたい」（修士2年生、小堀天さん）、「まったく新
しい熱電変換素子を研究するにあたって多様な知識が必要です
が、未知の分野でも多くの研究者からアドバイスが得られるところ
がとても良い」（同、磯田一輝さん）、「プラスチック太陽電池の高
性能化をめざしていて、良い結果を出すというモチベーションを維
持していきたい」（同、鈴木隼也さん）と口々に感想を述べる。
　インドネシアから博士後期課程に入学したアンジャル・タウフィク・ヒダ
ヤトさんは「プラスチック太陽電池の性質を分子レベルで調べています。
日本の良い設備環境で実験の経験を積むのは魅力的。博士取得後
は自国に帰って、大学で教えたい」と話す。特技は沖縄空手、という。

▶物質創成科学領域  有機固体素子科学研究室
　 http://mswebs.naist.jp/courses/3938/

　プラスチックでつくる太陽電池

　固いチームワーク

知の扉を
開く
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◆ 受賞の対象となった研究業績
『酸化物半導体薄膜トランジスタの信頼性解析および高性能化
に関する研究』

◆ 受賞研究の概要
　InGaZnOを用いた酸化物半導体薄膜トランジスタ（OS-TFTs）
は、東工大の細野・神谷教授らによって2003年に発表されまし
たが、その後、我々は電圧印加によってその電気特性が劣化し
ていくことを報告しました。この現象を解析し、劣化メカニズム・
劣化起源を解明することが課題でした。これまでに、OS-TFTs
の電気的な劣化現象、発熱による劣化現象・発光現象などを
初めて報告し、これを用いて劣化メカニズムの解明と信頼性改
善に取り組んできました。特に素子の自己発熱による劣化加速
は多くの論文に引用され、現在も改善すべき劣化現象の一つと
して研究が行われています。我々の報告した技術が企業に取り
入れられた例もあり、産業的にも貢献した研究です。

◆ 受賞についてのコメント
　このような名誉ある賞をいただき、大変光栄に存じます。受賞
者として恥じぬよう、精進してまいります。本賞は学生時代から
継続して取り組んだ研究が対象となっており、浦岡教授、石河
准教授、ならびにこれまでご指導いただきました全ての先生方、
ご支援いただいたスタッフ、学生に深く感謝申し上げます。

物質創成科学領域　情報機能素子科学研究室

藤井 茉美 助教が第8回（2017年度） 
女性研究者研究業績・
人材育成賞（小舘香椎子賞）を受賞！

　物質創成科学領域 情報機能素子科学研究室の
藤井茉美助教が、第8回（2017年度）女性研究者研
究業績・人材育成賞（小舘香椎子賞）の研究業績賞
（若手）を受賞しました。本賞は、小舘香椎子先生のご
寄付を基金として設立され、応用物理学分野で顕著な
研究・開発の成果を挙げた若手女性研究者の功績を
たたえ授与されるものです。

領域名 受賞年月 受賞者名 受賞名

情報

2017.12

2017.12

2018.1

2018.1

2018.2

2018.3

2018.3

2018.3

磯 颯
Camille Marie Ruiz
村山 太一
田口 勝弥
竹内 瞭
山本 英弥
若宮 翔子
荒牧 英治

雨森 千周
梅木 人
木戸 勇太
千住 琴音
高橋 雄太
藤原 聖司
水本 旭洋

鈴木 優

田中 宏季
中村 哲

Dinh Dung LE

河合 紀彦

Andros Tjandra
Sakriani Sakti
中村 哲

小澤 裕斗

NTCIR-13 MedWeb Best System Award

e-ZUKAスマートフォンアプリコンテスト
Hamee賞及び富士通賞

The 19th International Conference on Information
Integration and Web-based Applications & Services
(iiWAS2017)   Best Paper Award

HC賞（ヒューマンコミュニケーション賞）

IC-TECS 2017 Best Poster Award

IEEE Computer Society Japan 
Chapter Young Author Award 2017

平成29年度計測自動制御学会関西支部・システム
制御情報学会若手研究発表会 優秀発表賞

2017 IEEE Automatic Speech Recognition
and Understanding Workshop (ASRU 2017)
ASRU MERL Student Paper Award

第19回キャンパスベンチャーグランプリ大阪
近畿経済産業局長賞

計測自動制御学会関西支部 支部長賞 奨励賞

IEEE 関西支部 学生研究奨励賞

電子情報通信学会関西支部学生会
研究発表講演会 支部長賞 奨励賞

IEEE 関西支部 Young Professionals賞

計測自動制御学会 制御部門大会賞

第5回コミュニケーションクオリティ基礎講座
ワークショップ 最優秀研究賞

情報処理学会第80回全国大会 学生奨励賞

言語処理学会第24回年次大会(NLP2018)
若手奨励賞

公益社団法人自動車技術会 大学院研究奨励賞

第46回日本免疫学会学術集会
ベストプレゼンテーション賞

その他の受賞一覧
領域名 受賞年月 受賞者名 受賞名

物質

バイオ

勝見 久央
中嶋 達也

小蔵 正輝

2018.2

2018.1

ビジコン奈良2018決勝大会 審査委員長賞勝見 久央
中嶋 達也

Fakir Sharif Hossain

菊谷 雄真

伊原 彰紀

小蔵 正輝

原 崇徳

桶田 真吾

岩井 雄大

奥出 遥奈

佐藤 元紀
真鍋 陽俊

井頭 卓也

浅田 将太

宮崎 駿佑

小林 未明

岡田 豪

Preeyarad Charoensumran

笹川 清隆
朝戸 良輔
梅田 鉄馬
佐溝 隼大
濱邊 景大

中内 大介
熊本 成美
赤塚 雅紀
磯川 裕哉

第65回応用物理学会春季学術講演会
放射線分科会学生ポスター賞

Photoluminescence in Rare Earths:Photonic
Materials and Devices（PRE’17）1st Prize

The 13th International Workshop on Ionizing 
Radiation Monitoring Excellent Poster Award

2017年映像情報メディア学会年次大会 学生優秀発表賞

The first International Workshop  by the 174th
Committee,  JSPS “Symbiosis of Biology and 
Nanodevices” （IWSBN2017）  Poster Award

第56回セラミックス基礎科学討論会
Best Presentation Award （国際賞）

PACCON2018 Best Oral Presentation Award

第65回応用物理学会春季学術講演会
Poster Award
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学長年頭所感について

「受験生のためのオープンキャンパス
2018.02」を開催

平成29年海外SD研修報告会を開催

平成29年度国際交流懇話会を開催

本学研究推進機構主催
国際シンポジウム「世界にみる大学強化
のための研究推進体制と戦略」を開催

NAIST NEWS
2018.01

奈良先端科学技術大学院大学ニュース

　1月9日（月）、ミレニアムホールにお
いて賀詞交歓会を開催し、横矢直和学
長から年頭所感が述べられました。
　学長からの挨拶の後、出席者それぞ
れが新年の挨拶を交わすなど、終始和
やかに歓談が行われました。

　1月23日（火）、本学ミレニアムホール
において国際交流懇話会を開催しました。
　この懇話会は、本学の留学生・外国
人研究者と役員、教職員、チューター等
日本人学生及び学外の国際交流団体
関係者が交流を深めることを目的として、
平成７年度より毎年開催しているもので、
今年度は総勢321名が参加しました。
　横矢直和学長の開会挨拶に続いて、
マレーシア留学生の子供達による空手
や、タンザニアとセネガル留学生による
カンフー、ベトナム、インドネシアの留学
生たちによる歌やダンス、サーカスクラブ
によるジャグリングのパフォーマンスが披
露され、会場は大いに盛り上がりました。
　またその後はビンゴゲームも行われ、

参加者達は終始温かい雰囲気の中、
楽しい時間を過ごしました。
　今年度も留学生・外国人研究者と学
内外の関係者が一堂に会し、交流を深め
られたことで、大変有意義な会となりました。

　2月6日（火）、奈良春日野国際フォー
ラムにおいて、本学研究推進機構主催
の国際シンポジウム「世界にみる大学
強化のための研究推進体制と強化」を
開催しました。
　このシンポジウムは、欧米豪の大学
において運営管理の優れた実績を持
ち、アドミニストレーターの学会代表や
役員を務める方々に加え、先駆的で特
色ある体制作りを進めている国内の大
学から講師を招き、各地域や大学での
取り組みについて紹介していただくとと
もに、今後の大学強化に向けた研究推
進体制と展望について議論していただ
くために開催しました。
　シンポジウムには全国の大学・民間
企業等から150名の参加があり、シン
ポジウム後の情報交換会でも各参加
者による活発な議論が行われました。
参加者からは「国内外の大学のURA
組織の取り組みを知る、良い機会と
なった。」「海外のURA関係者とのネッ
トワーキングを広げることができて良かっ
た。」との感想が寄せられました。

　2月24日（土）、平成31年度本学入
学希望者を対象とした「受験生のため

のオープンキャンパス2018.02」を開
催しました。
　当日は平成30年4月に既存の3研
究科を統合して設置される新研究科
「先端科学技術研究科」の概要説明、
入試に関する説明会、研究室紹介や
パネル展示、更には、実際の研究室を
見学する研究室見学ツアー等を行い、
参加者に有益な情報を豊富に提供し、
入学へ向けて強いメッセージを送りまし
た。参加者は、本学教員や学生の説明
に熱心に聞き入り、また、参加者からも、
研究や入試に関する様々な質問が寄
せられ、参加者の強い意気込みと本学
への関心の高さを窺うことができました。
　当日は天候にも恵まれ、561名（情
報科学研究科：261名、バイオサイエン
ス研究科：149名、物質創成科学研究
科：151名）の参加がありました。
　参加者アンケートからは、「先生に個
別に相談することが出来、大学院での
研究がイメージできた。」、「先輩学生が
明るく積極的で親切に対応してくれて
良かった。」等の感想が寄せられました。
今回のオープンキャンパスは、次に大
学4年生、高等専門学校専攻科2年生
となる、大学院進学への熱意と意欲に
あふれた学生の参加が中心となったこ
とから、今後の本学の優秀な志願者の
獲得につながるものと期待されます。

　3月1日（木）、平成29年度海外SD
（スタッフ デベロップメント）研修報告会
を開催しました。
　本研修は、大学院教育の国際化を
組織的に推進するために、事務系・技
術系職員が海外の大学で語学研修、
調査、討論等を経験することにより、国
際的な素養、総合的な企画力を向上さ

2018.02

2018.03
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グンナー エクイスト名誉教授による
特別講演会を開催

平成29年度学位記授与式を挙行

平成30年度入学式を挙行

2018 . 01 04

「せんたん」は本学の研究活動及び成果を情報発信することを目的とした広報誌です。

産経新聞社元客員論説委員、本学客員教授。1949年生まれ。京都
大学農学部卒業、大阪府立大学大学院農学研究科修士課程修了、
75年産経新聞社入社。社会部記者、文化部次長、特別記者、編集
委員、論説委員などを務めた。2004年10月から本学客員教授として
大学広報のアドバイザーを務める。

《 筆者紹介 》

せることを目的として、平成19年度から
実施しています。
　本年度は、平成29年11月6日～19日
にアメリカのハワイ東海インターナショナ
ルカレッジ、平成29年11月4日～18日に
オーストラリアのマッコーリー大学、平成
30年1月10日～1月21日にアメリカの
カリフォルニア大学デービス校及びマサ
チューセッツ工科大学へそれぞれ1名の
事務系職員を派遣し、講義やジョブシャ
ドウイング、現地職員へのインタビュー
等を通して、研修参加者それぞれが設
定したテーマについて調査する実践的
な英語研修プログラムを実施しました。
　報告会では、研修参加者から、講義
やジョブシャドウイングの内容、それぞれ
の研修テーマであるIR(Institutional 
Research)、給与制度、留学生の受
入・派遣の実態に関する調査結果につ
いて、本学の現状と比較しての報告が
ありました。また、今後はどの部署でも英
語力は必須であり、本研修は英語力向
上のための絶好の機会であるので、興
味がある職員はぜひ次年度以降チャレ
ンジしてほしいとの提言がありました。
　続いて行われた質疑応答でも、横矢
直和学長をはじめ、理事、職員から次々
に質問があり、活発な意見交換が行わ
れました。
　報告会の最後に、中島潔理事・事務
局長から、今回の海外研修を通じて知る
ことができた訪問先大学と本学との違い
について、大学職員としてなぜ違うのかと
いう視点を大事にして業務に邁進してほ
しい、という激励の言葉が贈られました。

　3月16日（金）に本学ミレニアムホー
ルにおいて、ウメオ大学名誉教授（元ス

ウェーデン王立科学アカデミー事務総
スイクエ ーナング（tsiuqÖ rannuGの）長

ト）氏を招き、特別講演会を開催しました。
　グンナー エクイスト氏は「研究におけ
る卓越性を養う」と題し、ブレイクスルー
（飛躍的進歩）水準の研究をどう育成
するかについて講演を行われました。
　講演会は、本学名誉教授、学長及
び理事をはじめとする教職員、学生など
約200名が聴講し、活発な質疑応答が
行われるなど参加者にとって非常に有
意義な機会となりました。

　3月23日（金）、ミレニアムホールにお
いて学位記授与式を行い、先端科学
技術の将来を担う401名の修了者を
送り出しました。
　授与式では、横矢学長より学位記が
手渡され、式辞が述べられた後、中村
茂一本学支援財団専務理事から祝辞
が述べられました。
　その後、同財団が優秀な学生を表彰
するNAIST最優秀学生賞の表彰を行
い、14名の受賞者に同財団から賞状

及び賞金が贈られました。
　また、3月の学位記授与式では恒例
となった学生・教職員有志による室内
楽合奏が披露されました。
　式終了後には記念撮影・祝賀会も行
われ、修了生たちは和やかな雰囲気のも
と、学長、理事をはじめ指導教員等を交
えて歓談し、喜びを分かち合っていました。

　4月5日（木）、ミレニアムホールにおい
て平成30年度入学式を挙行しました。
　本学では、国内外を問わず、また出身
大学での専攻にとらわれず、高い基礎
学力を持った学生あるいは社会で活躍
中の研究者・技術者などで、将来に対す
る明確な目標と志、先端科学技術分野
に対する強い興味と意欲を持った者の
入学を積極的に進めており、このたび、
３９７名の新入生を本学に迎えました。
　当日は、奈良県 一松旬副知事、生駒
市 小紫雅史市長、公益財団法人奈良
先端科学技術大学院大学支援財団 
中村茂一専務理事、奈良先端科学技
術大学院大学同窓会 駒井章治会長
を来賓に迎え、また本学入学式では恒
例となった茂山家による狂言演能（大
蔵流狂言『棒縛（ぼうしばり）』）を行い、
奈良の伝統芸能で盛大に新入生の門
出を祝いました。

坂口 至徳 （さかぐち よしのり）

2018.04
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奈良先端大 検索

奈良先端大イベント
あなたの好奇心を刺激するサイエンスの秋

奈良先端大は今年も最先端の科学が身近に感じられる楽しいイベントを多数開催します！
みなさまのご参加をおまちしています！

※写真は昨年のイベントです。各イベントの詳細については、本学ホームページ（http://www.naist.jp/）
　で随時お知らせいたします。

無限の可能性、ここが最先端
-Outgrow your l imits-

Vol .27  2018.5  

日

水

公開講座2018
10月 毎週 　 曜日

過去のテーマ：「バイオ研究が目指す未来」、
「情報科学における技術的限界点とその
突破」など

オープンキャンパス2018 
～最先端の科学ってこんなに楽しい！～

11月11日
パネル展示やデモのほか、小・中学生から大
人まで楽しめる科学の「体験プログラム」など

奈良先端大
東京フォーラム2018

学外有識者による講演と本学教員による
最新の研究成果紹介など

日程

日程

10月24日日程

ヒューリックホール東京場所

土
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	バインダー3.pdf
	sentan_15_180514.pdf
	sentan_14_180515.pdf
	sentan_13_180515.pdf
	sentan_12_180517.pdf
	sentan_11_180517.pdf
	sentan_10_180517.pdf
	sentan_09_180517.pdf
	sentan_08_180518.pdf
	sentan_07_180518.pdf
	sentan_06_180514.pdf
	sentan_05_180514.pdf
	sentan_04_180514.pdf


	sentan_16_180514.pdf
	A4
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